
海陸境界域における反射法調査
深海域 海陸境界域（浅海域＋陸域沿岸部）

ストリーマ船（ガン搭載） ガン船

バイブレータ 観測車

ＯＢＣ・クロコダイル

ＧＤＡＰＳ４Ａ記録システム・独立型記録システム

ガン船

３成分ＯＢＣ

陸域境界域でも・・・ ■ 反射法調査は可能です。
■ 浅部から深部まで反射法データを得ることができます。
■ 2Dデータだけでなく3Dデータも得ることができます。

発震システム 受振・記録システム

海域

陸域

大型エアガン(1500cu.in.以上)

小型エアガン(480cu.in.以下)

大・中・小型バイブレータ

ＧＤＡＰＳ-ＯＢＣ

ＧＤＡＰＳ-ＣＲＯＣＯＤＩＬＥ

ＧＤＡＰＳ-４Ａ

ＭＳ２０００

ＧＤＡＰＳファミリー

▼ 総合的観測システム

大型発震船発振中大型発震船と小型発震船

CROCODILE(防水型GDAPS-4)

MS2000（独立型記録器）

海陸統合調査データ取得システム
海陸境界域での浅部から深部までを対象とした反射法調査では、地形や環境変化に対応するた
め下記の条件を満たす総合的な観測システムが必要となります。

①個々の地域条件に適応できること（複数のタイプが必要）
②各システムの違いやその測定区間の抜けや重複によりデータの連続性が失われないこと

OBC敷設船 OBCデータモジュール
GDAPS

リモートステーションユニット

大型バイブレータ


